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前期の後半がスタートしました。 

８月２４日（月）に登校が始まりました。１６日間の短い夏休みでし

たが、保護者の皆様のご協力のおかげで大きな事故もなく、生徒たちの

登校風景を見ることができ、安心いたしました。 

休業中は各学年の多くの生徒たちは部活動に参加して心身を鍛え

たり、地域のボランティアに参加したり、忙しく過ごしたのではない

かと思います。 

８月２３日の「処暑」を過ぎ、本来であれば秋の気配を感じる時期なのですが、

今年も残暑が厳しく続いています。夏の疲れがでてきて体調を崩す人もいます。特

に今年度はコロナ禍においての酷暑でいつもと違う生活を余儀なくされて精神的

にもストレスを抱えている生徒も多いと思います。 

学校再開後も猛暑は続いています。夏の疲れがちょうど出てくるころですので、

体調管理には十分に注意して、定期考査に向けて家庭学習を充実してもらいたいと

思います。 

「自分たちで」を合い言葉に・・・善意の輪が拡がっています。 

 ひまわりの花言葉は「私の目はあなたを見ています」。

貴方の善意や行動は伝わってます。あなたは一人じゃな

い繋がっています。第九中学校のみなさんで協力して、

善意の輪を大きく拡げていきましょう。 

校長室だより１６号で生徒会本部役員がひまわりの

種を植える活動を紹介いたしました。この夏休みに生徒

会が中心に主事さんにもお手伝いしていただき朝と夕

方に水やりを行ってきました。今はまだ、小っちゃなひ

まわりの芽かもしれませんが、生徒会を中心に第九中学

校のみなさんで大きなひまわりに育てていきましょう。 

感染と誹謗中傷の拡大・・・みなさんはどう考えますか。 

 新型コロナウィルス感染症の拡大が衰えを見せないなかで、人々の不安も一向に

収まる気配がありません。さらに問題なのが、不安に端を発した感染者への誹謗中

傷です。感染者だけでなく、都会から帰省してきた人や観光客などに対しても心な

い誹謗中傷がなされています。青森県では、帰省してきた人の家の敷地内にビラが

投げ込まれ、そこには「なんでこの時期に東京から来るのですか？・・・さっさと

帰って下さい！！皆の迷惑になります」などと書き込まれていたと報じられました。

高校の部活動でのクラスター発生においても、部活クラスターへの中傷電話や生徒

の写真も拡散されたと報じられています。 

みなさんはどう考えますか。私たちが向き合う相手はウイルスであって、誰もが

なり得る感染者ではないことを認識して、冷静な行動を心がけましょう。 

校長室だより足立区立第九中学校      
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生徒会役員選挙せまる（生徒会役員選挙 公示） 

本部役員にふさわしい人（生徒会本部役員になるための１年生向け説明文抜粋より） 

生徒会本部役員には、「一生懸命頑張って自分を伸ばしたい人」「学校のために自

分たちのために頑張りたい人」などやる気がある生徒になってほしいです。ただ、

やる気があれば誰でもできるわけではなく、第九中学校の代表として活動するので、

学校のルールが守れないなど、当たり前の行動ができない人は、なることができま

せん。・・・・ 

 このように生徒会本部役員になるには、様々な制約があります。それは、第九中 

学校の生徒会の会員をまとめる責任があるからです。また、会員のみなさんは、自 

分たちの学校生活が今以上に過ごしやすくなるために、自分たちの想いをたくす存 

在なのです。ですから、生徒会役員選挙はみなさんにとって、とても大切な選挙な 

のです。どうか、立候補者の演説内容に耳を傾け、第九中学校の発展のために無責 

任な投票は絶対にしないでください。 

 ９月２８日（月）の立ち合い演説会は、全校生徒が集まることは難しいために、 

第九中学校創めての Web 会議アプリ「Zoom Cloud Meetings」を活用しての立ち 

合い演説会の配信を予定しています。生徒会本部役員選挙の立候補者による演説を 

しっかりと聴いて下さい。 

読書のすすめ  

「中学時代がハッピーになる 30 のこと・・」 

中学生活が楽しくない、もっと充実させたいと思ってい

る中学生と、中学生になったけど、中学校生活に不安を感

じている１年生は読むといいと思います。 

この本は、就職する学生のバイブル『面接の達人』の著者・中谷彰宏先生が、中

学生の悩みや不安を明るく解消するヒントを教えてくれる本です。読むだけで気持

ちに余裕ができ、中学校生活に前向きになれる本です。                                         


